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静滴法による溶融金属の表面張力測定に及ぼす液滴の大きさの影響

Effect of Droplet's Size on Surface Tension Measurements 

of Liquid Metals Using the Sessile Drop Method 

大阪大学大学院工学研究科 O李 俊美、中務真一、中本将嗣、田中敬宏

1. 緒言

溶融金属の表面張力測定に用いられる静滴法では、液滞を大きくす

ることにより測定精震が向上することが経験的に知られている九し

かしながら、その理由や溶融金属の種類による渡滴の大きさの影響に

ついては必ずしも焼らかにされていなし、。本研究では、溶融金属の表

苗強力の測定精度に及iます液滴の大きさの影響に関する解析を行い、

高い精震の表面張力の{直を実験的に縛るために考躍すべき因子につ

いて検討を行った。

2. 液滴形状に及ぼす物性値の影響についての数値解析

Fig.1 には、しaplace 式による、五つの体積に対する Bi 及び Fe の

j夜体形状の計算結果を示す。図中実線は表面張力と密度の文献値 1)

を用いた際の液濡の形状を、破線は表面張力の憶を 10%変化させた

場合の液滴の形状告示す。 Fig.1 Iこ示すように、液滴が大きいほど、

表面張力の変化に対する形状変化が区別しやすくなる。また、開じ体

積では、低い「密度と表面張力の比J (Table 1 の capillary constant: 

毛織管定数)を持つ Fe が Bi より形状の区別が難しい。従って、低い

毛細管定数の金属の表面張力の測定には、その憧が高い金属に比べ、

大きい液滴、高い精度の画像分解能が必要であることがわかった。

N 

0.8 目
Fe 
T; 1809 K 

0.7トー
ρ; 7.03 g/cm" 

I a; 1872 mN/m 
0.61 

0.5 

0.3 

0.2 

0 ,1 

0.0 
0.4 

X(cm) 

Bi 
T; 545 K 

p; 10.05 glcm' 
0; 378 mN/m 
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Element Bi A_g_ Cu 

Capillary constant (10
3 註g/N m2) 26.6 9.66 6.14 

Surface tension (N/m) 0.911 1.305 

Maximum eπor(%) 0.85 2.0 

3. 実験方法

Ar-10%出ガス雰囲気中、 Fig.2 の円柱形るつぼの上部に波滴(Ag ，

CU ， Fe ， Co)をつくり、その形状を CCD カメラにより撮影し、画像を

デジタル処理した後、 Young“しaplace 式を解くプログラムにより表面

張力を求めた。本研究で培、 He-Ne レーザ光源、高画質 CCD カメラ

(1636x1236 画素)、液滴の水平設設確認用補助 CCD カメラなどを採

用し、測定精度の向上を図った。

4 結果及び考察

Table 1 に表苗張力の測定結果を示す。各溶融金属の測定誤差につ

いては毛細管定数の値が小さいほど、大きくなる傾向が認められる。

従って、高い精度の表面張力の測定には、低い毛綿管定数の金属ほど、

大きい液滴、高い精度の画像分解能が必要であることが確かめられた。
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